
社員の“安全運転”が、企業の未来を守る！

安全運転講習のご案内
安全運転講習とは？

企業向け

なぜ今、安全運転講習が必要？

〜白ナンバー事業所も“対象”です〜
自家用（白ナンバー）車両を業務で使う事業所にも、管理者の配置が必要です。

・アルコールチェックの義務化：対象：車両5台以上、または定員11名以上の車を1台以上保有する事業所。
運転前後に目視＋検知器で確認・記録が求められます。

酒気帯び運転の基準：呼気1L中0.15mg以上で「酒気帯び」と判断。

ただし、基準以下でも飲酒後の運転は認められません。

企業リスクマネジメントの強化を全社員の安全意識向上と、定期的な教育が重要です。

法令で求められる安全運転管理体制

受講対象とねらい
・運転経験が浅い社員に　免許はあるけれど、運転に不安がある方へ。

　基本操作や実務運転の安全確認をしっかり定着させます。

・ 事故を起こしたことのある社員に　擦り傷などの軽微な事故や、ヒヤリが多い方へ。 
 　運転行動を振り返り、再発防止と安全習慣の再構築を図ります。

・ 一般社員（ベテランドライバー）に　慣れや思い込みによる“うっかり”行動を防ぐために。 
 　基本動作の再確認と危険予測力の強化を行います。

金銭的損失
 労務リスク
 生産性の低下 事故対応で本来の業務がストップ。
 風評・信用の低下 飲酒運転や危険運転の発覚で、企業ブランドが傷つく。
企業の信頼を守るために、今こそ安全運転の再教育をおすすめします。

事故対応費や修理費、保険料の上昇などが発生。
従業員の休業・離職、事故処理による人手・時間のロス。

「自動車学校が行う企業向け安全運転講間」とは、


主に企業の社員（特に環開で明を直にする人）を

対象にした交通安全数はフログラムのことです。


簡単に言うと、会社員向けの
「安全運転の再確認・

再教育」を目的にした講習です。



0575-22-1491
(受付時間:平日･土曜日9:00-20:00）

お申し込みの流れ

受講人数・目的（区分）・希望メニュー・希望日程をTELにてご連絡

FAX 0575-24-6857

岐阜県関市十六所21-1

1
編成案と見積をご提示2
実施確定3

01
実車指導

実際の場内コースで

運転実技を行い、運転の“癖”を


棚卸しして是正します。 
 安全確認手順を徹底するとともに、

同乗見学による相互学習にも

対応しています。

02
運転適性検査

視認・判断の傾向や注意すべき

ポイントを可視化。 

 自身の運転特性を理解することで、
日常の行動改善へとつなげます。

03
講義(座学）

県内の最新事故事例や事故傾向、

危険予測のポイントを


わかりやすく解説。 
 事故の要因を理解し、予防につなが

る知識を身につけます。

04
シミュレータ

季節・夜間など、さまざまな環境を
シミュレーション体験。 

 滑りや視界不良時の危険性を体感
し、リスク感度を高めます。

1名あたりの受講（基本）

全メニューを受講する場合（例）

実施枠（時間帯）

午前（半日）／午後（半日）／1日（夜間なし）

1時間時間 5,500円（税込） 通常は 2時間の組み合わせ で必要項目を実施します。料金

3時間時間 16,500円／人（税込） 受 講人数に応じて編成を調整します。お気軽にご相談ください。

受 講人数により時間配分を調整いたします。

料金

標準時間割と料金

ナンバーの見分け方
豆知識

自家用（自社物品の自家運搬含む）
軽の営業用（貨物・送迎など）


税負担が軽め／取得容易

普通車以上の営業用（貨物・旅客）

税負担が軽め／取得容易

講習メニュー（選択制）


